
東京工業大学・リベラルアーツ研究教育院・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０８

若手研究(B)

2017～2012

協働的な学習環境におけるモニタリングと日本語読解学習に関する研究

Japanese reading comprehension and monitoring in a collaborative learning 
environment

３０４３２２９８研究者番号：

佐藤　礼子（Sato, Reiko）

研究期間：

２４７２０２３０

平成 年 月 日現在３０   ６ １９

円     1,500,000

研究成果の概要（和文）：文章理解におけるモニタリングの働きを促す学習方法として「他者への説明」があ
る。本研究では，説明構築プロセスを他の学習者と協働で行うことにより，内容理解の深化とモニタリング技能
の意識化を目指した。実践では，1）作文を読みその内容をグループでポスター化する活動と2）ペアで文章をレ
ジュメ形式にまとめる活動を行った。活動中には「思考をまとめる形式の提示」「説明の評価基準の意識化」
「協働的学習環境の設定」があった。事前事後の作文から内容面・文章構造面の向上が示された。学習者コメン
トから，日本語力・発信力・思考力が高まった実感と協働作業による学習方法への気づきがあったことが示され
た。

研究成果の概要（英文）："Explaining to others" is a way to increase monitoring in reading 
comprehension. This study aims to examine deeper comprehension and consciousness of the Japanese 
language learners' monitoring skills by collaborating and building their explanation process with 
other learners. We conducted classroom activities to 1) read an essay in groups and create a poster,
 and 2) prepare explanation materials in pairs as shared reading of a book and report the content of
 the text to classmates who have not read it. Scaffoldings by teachers include showing how to 
organize ideas, establishing evaluation criteria for explanation and preparing collaborative 
learning environment. Improvements examined by learners’ writing essays were observed in content 
and sentence structure. Learners’ feedbacks showed that they realized enhancement of comprehension,
 communicativity and thinking ability in Japanese. Learners also realized various learning styles 
and ideas from collaborative learning.

研究分野： 日本語教育
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1．研究開始当初の背景 
 
	 これまでに大学で学ぶ留学生に適した読
解学習法の一つとして「読んだ内容を他者に
説明する」方法について検討してきた。 
説明する力は，コミュニケーションやプレ

ゼンテーション場面，書くなどの産出系（話
す書く）の能力として考えられることが多い。
しかし，本研究では，他者に説明するために
は読んだ内容を再構築しなければならず，そ
のために自分の理解度をより意識的に評価
する必要がある点に着目した。また，他者に
分かるように説明するためには，説明する相
手の理解状況についても適切に評価する必
要がある。つまり，他者に説明する課題は，
読解プロセスにおいて，読み手自身（説明者）
に加えて，もう一人「聞き手（他者）」を登
場させる方法である。「説明するために文章
から要点を取り出し，他者に分かりやすく再
構成するプロセス」が，読み手（説明者）の
文章理解の深化と得た情報の内化をもたら
すと考えている。 
	 加えて，言語学習の方法として，学習者ど
うしが互いに働きかけあいながら協力して
学ぶ協働学習（collaborative learning）とい
う学習方法が注目され，関心が高まっている。
Bruer（1993）は学びの方法として，学習や
問題解決について対話できるようなグルー
プ学習を設定することを提案している。学習
に複数の視点を取り入れることによって，学
習プロセスの内省や意識化につながるため
である。本研究においても，説明を考えるた
めに学習者どうしで試行錯誤する協働的な
学習プロセスが読解プロセスのモニタリン
グを促し，モニタリングの技能を意識化させ
る機会になると予想している。 
佐藤（2015）の説明活動を取り入れた読解

活動において，学習者間の説明活動のみでは
学習者によって文章理解度の向上の度合い
が異なったが，説明活動に文章構造を意識化
する教師のフィードバックを組み合わせる
ことで，より多くの学習者において理解度が
向上することが示されている。単に文章を読
んでその内容を説明させるだけではなく，説
明を構築するプロセスを充実させること，言
語・認知面の教師のスキャフォールディング
（足場かけ，支援）を適切に行うことが重要
であると考えた。 
 
2．研究の目的 
 
	 本研究は，モニタリングの働きを促すため
の学習法として，「他者への説明」が核とな
る読解活動を提案することを目的とする。そ
のために，説明活動の方法を検討するととも
に，言語的側面と認知的側面の学習を支援す
るスキャフォールディングについても検討
する。調査の成果をもとに，説明活動を取り
入れた読解学習プログラムを提案したい。 
 

3． 研究の方法 
	
説明構築プロセスを他の学習者と協働で

行うことにより，内容理解の深化とモニタリ
ング技能の意識化を目指す読解学習プログ
ラムを開発する。	
読解学習プログラムでは次の 3種類の説明

構築活動を組み込んだ 14 回の授業を計画し
た。	
・	作文の内容をグループでポスター化する
活動とポスター発表	

・	1 冊の本の分担読解においてペアで文章
をレジュメ形式にまとめる活動と他の学
習者への説明	

・	グループごとに 1 冊の本を選び口頭発表
資料を作る活動と口頭発表	

	
	 読解学習プログラムの方法と成果につい
ては，①説明構築活動におけるスキャフォー
ルディングを取り挙げてその方法を検討す
るとともに，②プログラム前後の作文分析に
より学習成果を検証する。 
 
4．研究成果 
4－1 モニタリングを促進するためのスキャ
フォールディングの検討 
 
(1) 評価の観点の意識化 

―ピア評価とグループでのふり返り― 
よい説明の観点を意識化する方法として，

学習者が説明の評価項目を作成した。作成し
た評価基準を用いてグループ発表をピア評
価した後にふり返りを行った。 
発表直後の個別コメントでは，自分の発表

について準備不足や時間超過への反省，発表
の流れや構成へのネガティブなコメント，日
本語表現の不足や間違いへの反省など，反省
点への記述がほとんどであり内容は具体的
ではなかった。 
その後，相互評価得点をグラフ化して提示

してグループで発表のふり返りを行ったと
ころ，相互評価点が低い項目へのふり返りが
多くみられ，問題点がより意識化されたこと
が示された。また，直後のコメントと比べて，
事例をともなった具体的な内容が記述され，
不足した点だけでなく，良かった点や発表時
に留意した点についての記述もみられた。個
人での内省では否定的な感情に傾いていた
ところを，内省プロセスを共有することで，
結果に満足する部分をみつけて肯定的な感
情をもつこと，結果を自分の能力ではなくよ
り具体的な方法に帰属させることが観察さ
れた。 
また，教師からのフィードバック（書面）

の影響についても検討したところ，発表の構
成面についてはコメントが少なく，意識化し
にくい項目であることがわかった。評価項目
と対応させながらフィードバックを提示す
るなど，学習者に伝わりやすくする工夫が必
要である。 



 
(2) 分担読解での言語スキルの支援 

―協働的なレジュメ作成プロセス― 
	 分担読解では，課題本 1冊を学習者が分担
して読んで発表資料（レジュメ）を作成し，
授業中に他の学習者に内容を説明する。レジ
ュメ作成には，伝えるべき項目を抽出し，そ
れを形式に合わせて再構成することが必要
となるが，文庫本で 10 ページを超える分量
の読み物を 2ページ程度にまとめることは困
難な作業である。レジュメを作成した経験が
ある学習者はいなかったため，授業で作成練
習を行った。授業では，①教師がレジュメの
形式と構成を説明し実例を示した後，②実際
にペアでレジュメを作成し，③作成後，他の
ペアとレジュメを見せ合い，内容や形式を比
較し合った。④その後読んだ箇所が異なるペ
アを組み合わせて，内容を説明する練習をし
た。⑤授業の終わりには，クラス全体で各レ
ジュメのよいところを指摘させた。 
	 学習者が作成したレジュメを見ると，箇条
書きの羅列になっていて内容の分類やナン
バリングがないもの，重要度の高い内容より
もおもしろいと思ったところを中心にまと
めたもの，出来事を発生順に並べただけのも
のなど，形式面（階層化）・構成面（因果関
係や上位下位概念）・内容面で改善が必要で
あった。実践では，他のペア作成のレジュメ
を見ることで，改善点に気づいたようであっ
た。その後の分担読解で提出されたレジュメ
では形式や内容はおおむね整っていた。 
 
4－2	 協働的な説明構築活動を取り入れた
読解学習プログラムの効果 
 
 (1) 学習効果の検討 
	 学習者のライティングを評価することに
より，プログラムの有効性の検討を行った。
コース開始時と終了時に同一テーマで書い
た作文を分析対象とし，「読み手」「内容」「構
成・結束性」「日本語」に分けて評価した。 
作文の時期（2：コース開始時・終了時）

と評価項目（4：「読み手」「内容」「構成・結
束性」「日本語」）の被験者内 2要因分散分析
を行った結果，作文の時期の主効果および交
互作用が有意であり，4 つの評価項目すべて
において，コース開始時よりも終了時が有意
に高かった。つまり，「読み手」「内容」「構
成・結束性」「日本語」のどの評価項目にお
いても，終了時のライティングが高く評価さ
れた。また，終了時のライティングにおいて
のみ，評価項目間に有意な差がみられ，「内
容」が「日本語」より高く評価された。「内
容」の評価が上がったことから，内容理解の
深まりが示されたと考えられる。またコース
開始時の作文に対して特にフィードバック
は行っていなかったにも関わらず，終了時の
作文において「読み手」「構成・結束性」「日
本語」を含め総合的に向上していた。これは，
ペアやグループで説明を構築するプロセス

により，言語面や思考面も高まったためであ
ると考えられる。しかしながら，「読み手」「内
容」「構成・結束性」と比較すると「日本語」
の平均評価得点の伸び率はやや緩やかであ
る。今後日本語面の正確さや適切性を強化す
るようなスキャフォールディングや活動へ
の更なる工夫が求められる。 
 
(2) 学習者のふり返り 
プログラム終了時のふり返りのコメント

では，「自分の弱点から見直して，何が問題
なのか，どうすれば改善出来るかをみんなと
の話し合いから分かることができた。」など
の気づきがみられた。他にも，日本語力・発
信力・思考力が高まったと実感したこと，他
の学習者との話し合いから自分の問題点に
気づいたこと，学習方法や改善方法に気づい
たことなどが示された。	
 
4－3	 まとめと今後の課題 
 
本研究では，読解学習と他者への説明とを

結びつけ，説明を構築するプロセスを協働的
に行う読解学習プログラムを開発しその効
果を検討した。 
協働学習は，学習者がともに一つの課題を

実行するために，協調的に努力をすることで
ある。協働的学習において学習者たちは共有
した目標に向けて行動し，共有した理解を構
築する。より深く文章を理解する方法として，
説明活動を取り入れた読解プログラムの有
効性を示唆することができた。 
ただし，今回は一連の授業活動のどのよう

な要素がどのような影響を与えたかについ
ては特定することができなかった。また，読
解以外の運用能力や学習スキルの向上，参加
者の内容への理解度やその後の行動の変容
などについても客観的指標を用いた検証が
必要である。 
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